
２２．． 生生体体適適合合性性  

PLT 変化率上昇の結果より、ビタミン E による

水和層が血球と膜の接触ストレスを緩和している

可能性が示唆され、従来の PS 膜に比べ生体適合

性に期待できる膜と考えられた。 

３３．．貧貧血血  

RBC・Hb・ERIは preで変化がなく、postで改善

された結果よりビタミン Eによる酸化ストレス改

善ではなく FF50%という High convection volume

設定がストレス要因であった可能性があると考え

られた。また、pre で変化がなかった結果より拡

散阻害されたビタミン Eが濾過により漏出した可

能性も考えられた。そのため、V-RAを使用する場

合は preより postを選択する必要が考えられた。 

４４．．動動脈脈硬硬化化  

 V-RAは、ビタミン Eによる酸化ストレス改善だ

けでなく、α1-MGの turnoverによる還元型α1-MG

のラジカルスカベンジャーとして酸化 LDL上昇抑

制効果がある。3）そのため、今回の結果では非 DM

群で過酸化脂質抑制による動脈硬化抑制の可能性

が考えられた。しかし、DM 群においては V-RA 単

独では効果を認めなかった。過酸化脂質において

は、ビタミン E固定化膜とビタミン C併用で効果

があったと報告もあり 11)動脈硬化の抑制に V-RA

単独で改善が得られにくいと考えられた。 

 

【【ままととめめ】】  

① V-RA は、従来の PS 膜に比べ生体適合性に優

れる。 

② Qs・FF 設定においては、TMP などをモニタリ

ングし適切な設定をする必要がある。 

③ ビタミン E により期待される特性は、条件や

併用療法を検討する必要がある。 

 

 

 

【【結結語語】】  

 V-RAは、積極的な濾過ではなく、よりマイルド

な OL-HDF として使用することが望ましいと示唆

された。 
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東レ社製フィルトライザ PMF-16A の使用経験と有用性の評価 
 

特定医療法人財団 大西会 千曲中央病院 臨床工学科 1) 内科 2)泌尿器科 3) 
日本大学医学部内科学系腎臓高血圧内分泌内科学分野 4) 

若林寛子 1) 青木雅浩 1)  瀬在洋一 1) 大内理恵 1) 

大西禎彦 2) 逸見一之 3) 原哲朗 4) 阿部雅紀 4) 

 

【目的】 

2022年 4月に東レメディカル社よりPMMA 膜

のヘモダイアフィルタ PMF-A シリーズが発売さ

れ、アルブミン漏出が少なく、かゆみ軽減が期待

されている。当院にて、かゆみと低栄養にて

NVF15M（東レ）、GDF15M（日機装）を使用し

ている患者に対し PMF16A（東レ）へ変更し、変

更前後の栄養状態とかゆみの評価をした。 

【対象】 

かゆみと低栄養（透析前Alb 値 3.0～

3.5g/dl）にて NVF15M（東レ）、GDF15M（日

機装）を使用し、本研究の参加に同意を得られた

当院維持透析患者 4名。 

NVF15M 群（２名） 

① 70代男性 原疾患：DM 性腎症  

治療方法 OHDF 補液量/治療時間：5L/4h  

②  70代女性 原疾患：DM 性腎症  

治療方法 OHDF 補液量/治療時間：5L/4h、 

GDF15M 群（２名） 

③ 80代女性 原疾患：不明    

治療方法 OHDF  補液量/治療時間：5L/4h 
④ 60代男性 原疾患：DM 性腎症   

治療方法 OHDF  補液量/治療時間：5L/4.5h 
(使用透析装置は日機装 DCS-100NX、透析液は

日機装 D ドライ 3.0S) 

 
 

問合せ先：若林寛子 〒389-0921 

千曲市杭瀬下 58 千曲中央病院臨床工学科 （TEL 026-273-1212） 

 

【方法】 

変更前 3カ月間と、PMF16A へ変更後 3カ月

間、調査を行った。 

1．栄養状態の評価 

毎月実施の定期採血の結果①Alb、②Hb、③

標準体重（DW）で比較検討する。 

2．かゆみの評価 

白取分類にて評価を行う。0～4の 5段階評価

で 0がかゆみ無しとする。①日中の症状、夜間

の症状、②かゆい時のタイミングを毎週月・火

曜日の治療前に患者から聴き取り調査を行う。 

なお、調査期間中の治療条件は変更しない。。 

【結果】 

1． 栄養状態の評価 

①Alb 変化率は PMF へ変更後、3.0％～

9.7％増加した。②Hb 変化率は 3.4％～24％

増加した。PMF変更後に Hb 変化率が増加し

たので、造血剤使用単位の推移も調査した。1

カ月当たりの造血剤使用単位は変更前より変

更後は対象者全員減少し、最大で 54000単位/

月から 18000単位/月に減少した。③DW 変化

率は 0.6％～2.7％増加した。 

2． かゆみの評価１）（白取分類）は、①日中の

変更前はかゆみのスケール 1～4で経過し

ていたが変更後は 0～2で経過した。夜間

の変更前はかゆみのスケール 0～4で経過

していたが変更後は 0～1で経過した。日

中、夜間ともにかゆみの改善がみられた。 
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図１ かゆいときのタイミング 

 

図 1はかゆい時のタイミングである。色がついて

いるところがかゆいタイミング「かゆいとき」で

ある。リラックスしたとき、衣類の触れた時、透

析中の項目においてかゆみの減少がみられた。 

なお、④患者は PMF 変更後かゆみ増強・好酸球

上昇に付き治験から離脱し、元のヘモダイアフィ

ルタ GDF15M に戻した。 

調査期間中、掻痒症治療薬・睡眠薬・アレルギー

疾患治療薬の処方変更はなかった。 

【考察】 

今回の調査で Alb 値は低下せずに上昇したのは、

Alb 漏出量が少ないとされていることが示唆され

た。患者からも疲労感が少なく食欲増進したとい

う意見があったので、栄養状態の改善（Alb 上昇・

Hb 上昇・DW 上昇）が見られたと考えられた。

PMMA膜の特性であるα1-MGの吸着による除去

が、かゆみ等の不定愁訴に効果的と考えられた。 

PMF-16A はアルブミンの漏出が抑えられ、中分

子・大分子領域の溶質除去性能は吸着によるとこ

ろが大きいと考えられている。栄養状態や掻痒感

の改善だけではなく、高齢透析患者の QOL 全体

の向上が期待されるヘモダイアフィルタと思われ

た。2）3) 

不定愁訴がある低栄養の高齢患者に対して、安全

な HDF 治療が施行できるヘモダイアフィルタで

あると思われた。4） 

かゆみを訴える比較的若い患者には、透析スケジ

ュールで PMF と他中分子・大分子領域の溶質除

去性能の良いヘモダイアフィルタをスポット使用

するなど考慮する必要があると思われる。 
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